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事業区分 経常研究（新規） 研究期間 平成26年度～平成29年度 評価区分 事前評価 

原木シイタケ品質向上・発生量増加のための被覆技術の開発 研究テーマ名 
（副題） （                                  ） 

主管の機関・科（研究室）名 研究代表者名 農林技術開発センター森林研究部門 清水正俊 
＜県長期構想等での位置づけ＞ 
 
長崎県長期総合計画 

２．産業が輝く長崎県 
政策４．力強く豊かな農林水産業を育てる 
（７）基盤技術の向上につながる研究開発の展開 

 
新科学技術振興ビジョン 

第３章.長崎県の科学技術振興の基本的な考え方と推進方策 
２－１．産業の基盤を支える施策 
(１)力強く豊かな農林水産業を育てるための、農林水産物の安定生産
と付加価値向上 

 
ながさき農林業・農山村活性化
計画 

Ⅰ－２．業として成り立つ所得の確保 
１） 生産量の増大・安定による農林業者の所得向上 
 

１ 研究の概要(100文字) 
対馬における原木シイタケ※１栽培での植菌直後、降雨時、冬期（乾燥期）における簡易な被覆技術※２を開
発し、シイタケの品質向上および発生量の増加により、生産者の所得の向上を目指す。 

研究項目 
①被覆によるほだ化※３促進試験 
②雨除け被覆によるシイタケ品質向上試験 
③冬期（乾燥期）における被覆によるシイタケ増収試験 

２ 研究の必要性 
１） 社会的・経済的背景及びニーズ 
対馬は、原木シイタケ栽培に必要なアベマキ･コナラなどの広葉樹が多く自生していることから、本

県の原木シイタケの約９割を生産する一大生産地となっている。また、近年は作業が容易で早期の収穫
が見込める成形駒※４が増えてきている。しかし、植菌した後のシイタケ菌が原木内で充分に伸長しない
「うわほだ」※５から害菌が発生し、シイタケの発生量が減少して問題となっている。また、生産者の多
くが野外で栽培しているため、収穫前のシイタケが雨などによって濡れて「雨子（あまこ）」※６とよばれ
る低品質のシイタケになる場合があり、雨子は乾シイタケへ乾燥するために必要な燃料費も上昇する。
また、冬期（乾燥期）ではシイタケの成長が乾燥により停止してしまう場合もある。その結果、シイタ
ケ生産者の収入が減少する。雨子や乾燥による成長の停止を防止するため、生産者の中には収穫前のシ
イタケを１個ずつビニールで袋掛け※７して栽培する方もいる。しかし作業の手間がかかるため、なかな
か普及していない。 
 今後、新規参入者を含めてシイタケの生産の一層の効率化を図るため、簡易な被覆方法によりシイタ
ケの品質向上と発生量の増加を実現させることが生産現場では強く望まれている。 
２） 国、他県、市町、民間での実施の状況または実施の可能性 
  被覆技術は大分県、鳥取県などで取り組まれているが、対馬とは気候や栽培場所（ほだ場）の状況（日
射状況、方位、散水施設の有無等）が異なる。加えて対馬の特徴として、他県では見られないアベマキ
を原木として使用している。また対馬は、ほだ場が以前に比べて大規模化してきており、現在の対馬の
気候、ほだ場環境や原木などに合致した被覆技術の開発を本県で行うことが必要である。 

 
３ 効率性（研究項目と内容・方法） 
研究 
項目 

研究内容・方法 活動指標  
Ｈ 
26 

Ｈ 
27 

Ｈ 
28 

Ｈ 
29 

単位 

目標 6 6 6 6 

 
①  

シイタケ菌を植菌後、各資材別被覆

処理区と被覆無処理区（対照区）を

設定し、植菌後1年以内のシイタケ

菌の伸長量と害菌の発生を調査す

る。 

試験区数 

実績   
 

 

区 

目標 4 4 4 4 
② 

降雨後のシイタケの水分量・大き

さ・形を試験区毎（アベマキとコナラ

の被覆区、対照区）に比較する。 
試験区数 

実績     
区 



目標 10 10 10 10 
 

生産者へ雨子と日和子※4 の乾燥時

間や被覆の効果などについて聞き取

り調査を行う。 

生産者数 
実績     

人数 

目標 12 24 24 24 
③ 

シイタケの発生量を試験区毎（アベ

マキとコナラの被覆区、対照区）に比較

する。 
試験区数 

実績     
区 

１）参加研究機関等の役割分担 
  ①対馬振興局：対馬における現地調査、シイタケ生産者への聞き取り時の協力 
  ②ＪＡ：シイタケ生産者、及び被覆資材に関する情報提供 
  ２）予算 

 

財源 
研究予算 
（千円） 

計 
（千円） 

人件費 
（-円-） 

研究費 
（千円） 国庫 県債 その他 一財 

全体予算 41,288 35,876 6,400 2,400   4,000 

26年度 10,322 8,722 1,600 600   1,000 

27年度 10,322 8,722 1,600 600   1,000 

28年度 10,322 8,722 1,600 600   1,000 

29年度 10,322 8,722 1,600 600   1,000 
※ 過去の年度は実績、当該年度は現計予算、次年度以降は案 
※ 人件費は職員人件費の見積額 

４ 有効性 
研究 
項目 

成果指標 目標 実績 Ｈ 
26 
Ｈ 
27 
Ｈ 
28 

Ｈ 
29 

得られる成果の補足説明等 

 
被覆技術マニュア
ルの作成 

１     ○ 
シイタケ栽培における簡易な被覆技術を
開発することで、シイタケの品質向上およ
び発生量の増加を目指す。 

１） 従来技術・先行技術と比較した新規性、優位性 
 現在、対馬のシイタケ栽培では発生してきたシイタケを一つずつ被覆するため、大変手間が掛かる。ま
た、シイタケ菌植菌直後からのほだ化を促進するための被覆技術は無い。そのため、上記の２点に対応で
きる簡易な被覆技術は新規性がある。被覆技術は大分県や鳥取県などでも取り組まれているが、対馬では
通常原木シイタケ栽培に用いられるコナラに加え、他県では原木に用いられないアベマキでの栽培が行わ
れている。アベマキから発生するシイタケは肉厚で高品質であるとの評価が高いため、アベマキに適した
被覆技術を開発することは、他県に対して優位性がある。 
２） 成果の普及 
■研究の成果 
 被覆技術マニュアル 
■研究成果の還元シナリオ 
  被覆技術マニュアルを作成し、普及員を通じて対馬のシイタケ生産者への普及を図る。 
■研究成果による社会・経済への波及効果の見込み 
・経済効果：被覆技術の普及により、シイタケの品質向上による単価の上昇と生産量増加によってシ

イタケ生産者の所得の向上へ繋がる。 
 例①品質向上による単価上昇： 

被覆をせずに低品質となったシイタケの規格 
加工用  １,５７０円／ｋｇ 

      被覆後の規格 
こうしん※８２,７２２円／ｋｇ（１,１５２円／ｋｇ上昇） 

例②生産量増加によるシイタケ生産額の上昇： 
平成２３年対馬乾シイタケ生産額 ２４６，３００千円 
（内訳：生産量７５ｔ、県内価格 ３，２８４円／ｋｇ） 

     被覆技術によるシイタケの生産の増収額（試算）  ２４，６３０千円の増収 
       （内訳：生産増加量７．５ｔ、平成２３年県内価格で算出）   



（様式2）                       研究評価の概要 

種

類 
自己評価 研究評価委員会 

 

 

事 

 

前 

（平成25年度） 

評価結果  

(総合評価段階：Ｓ) 

・必 要 性 ：Ｓ 

対馬は原木シイタケ栽培に必要なアベマキ・コナ

ラなどの広葉樹が豊富に自生していることから、県

内の原木シイタケの最大の生産地である。しかしシ

イタケ菌が、原木内で順調に伸長しない「うわほだ」

からの害菌の発生や、収穫前のシイタケが雨によ

って濡れる「雨子」、そして冬期の乾燥によるシイタ

ケの成長の停止といった問題のため、シイタケの品

質低下や生産量の減少が、生産現場では問題とな

っている。そのため、シイタケの品質向上と発生量

の増加が見込める簡易な被覆技術が必要である。

・効 率 性 ：Ｓ 

本研究はシイタケ菌植菌直後からのほだ化の促

進及び、シイタケの品質向上と発生量の増加が見

込める簡易な被覆技術の開発を目指して、シイタケ

栽培の作業工程別に研究項目を設定しており、目

標設定は妥当である。また、センター内の人工ほだ

場だけでなく、対馬振興局の協力を得ながら、実際

の生産現場においても試験データを収集するよう

にしており、現地に適合した被覆技術の開発が効

率的に行える。 

・有 効 性 ：Ｓ 

シイタケ菌植菌直後からのほだ化の促進と、従来

のシイタケの袋掛けに対して簡易な方法を開発しよ

うとする今回の課題は新規性がある。また、他県に

は原木に用いられないアベマキに適した被覆技術

は優位性もある。技術の開発後は、マニュアルを通

じて普及させることで、シイタケの品質向上および

発生量の増加が見込める。それは対馬の原木シイ

タケのブランド力の強化につながり、シイタケ生産

者の所得の向上に資する。 

・総合評価 ：Ｓ 

対馬で生産される原木シイタケは県内の約９割で

あり、対馬の農林水産業の中で大きな位置を占め

ている。簡易な被覆技術の開発により、対馬のシイ

タケのブランド力強化とシイタケ生産者の所得向上

につながる本研究へのニーズは非常に高い。 

（平成25年度） 

評価結果  

(総合評価段階：Ａ) 

・必 要 性：Ａ  

  対馬のシイタケ生産において、害菌の発生による

生産量の減少や収穫前の雨による品質低下が問

題となっている。これらの課題を解決する研究とし

て必要性が高い。 

 

 

 

 

 

・効 率 性：Ａ 

  対馬の関係機関の協力により、生産現場に即した

研究体制がとられており効率性は高いが、生産地

域が限定されることから、他県の先行事例を十分調

査することが重要と考える。 

 

 

 

 

 

・有 効 性：Ａ 

 これまで生産現場ではシイタケを個別に被覆する

事例はあるが、多大な労力を要していた。安価な資

材で実施できる簡易法の開発は生産者の所得向

上、規模拡大につながる技術として期待される。 

 

 

 

 

 

・総合評価：Ａ 

 原木シイタケ生産は対馬の農林水産業の中で大

きな位置を占めている。対馬独自のホダ木である

アベマキに適した技術開発を図ることで、ブランド

力強化が期待できる。地域との連携を密にし、早期

普及を図ってほしい。 



 対応 対応：  

 

必 要 性：  

  原木シイタケ栽培の課題である、害菌による発生

量の低下と降雨による品質低下を、簡易な被覆方

法を開発する事により防止し、生産者の所得向上

へつなげます。 

 

・効 率 性： 

  他県の原木シイタケ生産地で行われている被覆事

例（被覆方法、被覆資材、被覆時期など）を参考にし

関係機関と密接に協力する事で、対馬の栽培環境

に適した被覆方法を早急に開発します。 

 

・有 効 性： 

 原木シイタケ生産者の規模拡大、所得向上につな

げるため、ホダ木やシイタケを低コストかつ簡易な

方法で被覆する技術を開発します。 

 

・総合評価： 

  県内最大の原木シイタケ生産地である対馬特有の

ホダ木であるアベマキに適した被覆技術の開発を

早急に行い、普及させる事で対馬シイタケのブラン

ド力を強化し、シイタケ生産者の所得向上へ繋げま

す。 

 

 

 

途 

 

中 

（平成  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

（平成  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

 対応 対応 

 

 

事 

 

後 

（平成  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

（平成  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

 対応 対応 

 

 


